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　「市税など、収入の何％を、毎年必ず払わなければならない支出に充てているか」
を数値化したものを、経常収支比率といいます。
　比率が高ければ高いほど自由度がなく、地域の課題に沿った新たなアクション
が取りにくいことを示しています。

広報そうか4月号に
草加市の財政状況が厳しいって
書いてあったけど
実際はどんな感じなのかな…

　物価高騰などの影響で支出はどんどん増えていますが、市税収入はそこまで伸びていないので、
予算全体（支出予定額）と収入の差が大きくなり、これまでの貯金やその他の収入に頼らざるを得ない状況です。

　質を落とさず、草加市に住んで良
かった！と思っていただけるよう
に頑張っていますが、行政サービス
の料金などが昔のまま低く設定さ
れているものも多く、財政硬直化の
理由のひとつになっています。

　生活に例えると「家計に余裕がない状態」で、
収入のほとんどが家賃や光熱費などの固定費に充てられていることになります。
　経常収支比率は、ここ10年で物価上昇などが進み、かなり高くなっています。

未来はどっち…？
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支出の予算全体

市税収入

予算全体の増加幅に
収入が追い付かない！


